
ウガンダに対するゾウ密猟監視施設整備のための支援 

（無償資金協力） 

 

在ウガンダ日本国大使館 

 

４月１２日，ウガンダのクィーン・エリザベス国立公園

において，日本政府がワシントン条約の「ゾウ密猟監視

（MIKE：Monitoring the Illegal Killing of Elephants）

プログラム」を通じて建設を支援した，ゾウ密猟監視施設

の引渡式が行われました。この引渡式には，在ウガンダ日

本国大使館の代表が出席したほか，ウガンダからチワンダ

観光担当国務大臣を始めとする政府要人が出席しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

引渡式の様子 

 

このプロジェクトの実施で密猟を監視するレンジャー

の新たな拠点が建設されることにより，同国立公園内のア

クセスが困難な地域でのゾウの密猟監視が可能となり，よ

り効果的なゾウの密猟対策の実施に貢献することにつな

がります。日本政府は本件プロジェクトに対し，５５,０

００米ドル（約６１５万円）を拠出しました。 



 

 

 

 

 

 

 

日本の支援で整備されたゾウ密猟監視施設 

 

野生動植物の違法取引は，喫緊のグローバルな課題です。

日本政府は，国際犯罪組織等による残虐な行為からゾウを

保護するとの大義に深くコミットしており，ゾウ生息国に

おける密猟対策への支援を重視しています。今回のウガン

ダにおける支援も，そうしたコミットメントの一環です。

日本政府は，ワシントン条約に基づく貿易規制の着実な実

施及び国際社会のパートナーとの緊密な協力を通じ，ゾウ

を含む野生動植物の違法取引対策に関する国際的な取組

に引き続き貢献していきます。 

 


